
　
歴
史
の
転
換
点
が
訪
れ
た
時
、新
し
い

手
法
と
価
値
観
が
次
の
時
代
を
切
り
拓

く
。明
治
以
降
の
近
代
化
は
、そ
の
後
の

日
本
に
飛
躍
的
な
成
長
を
も
た
ら
し
た
。

建
設
の
技
術
革
新
が
も
た
ら
し
た
近
代

化
の
影
響
も
大
き
く
、そ
の
裏
に
は
お
雇

い
外
国
人
の
奮
闘
が
あ
っ
た
。

閉
じ
た
国
か
ら
世
界
の
日
本
へ

　
一
八
五
三（
嘉
永
六
）年
の
黒
船
来

航
は
、江
戸
幕
府
に
と
っ
て
そ
れ
ま
で
の

政
策
を
一
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来
事

だ
っ
た
。最
新
鋭
の
蒸
気
船
を
見
て
、海

外
の
技
術
力
や
軍
事
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　
一
八
五
四（
安
政
元
）年
、開
国
し
た
江

戸
幕
府
は
、欧
米
諸
国
か
ら
先
進
国
家
と

し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
、欧
米
文
化
を
取

り
入
れ
な
が
ら
近
代
化
を
早
急
に
進
め
て

い
く
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
。更
に
は

欧
米
諸
国
と
締
結
し
た
通
商
条
約
で
灯
台

建
設
を
求
め
ら
れ
た
よ
う
に
、近
代
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
そ
の
た
め
の
技
術
革
新
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
た
。要
人
ら
は
欧
米
を

視
察
す
る
と
同
時
に
、各
分
野
の
専
門
知

識
を
持
っ
た「
お
雇
い
外
国
人
」を
日
本
に

招
聘
し
、数
々
の
国
策
事
業
を
請
け
負
う

と
と
も
に
、日
本
人
技
術
者
を
育
成
し
た
。

　
明
治
以
降
は「
富
国
強
兵
」と
そ
れ
を

支
え
る「
殖
産
興
業
」を
推
進
す
べ
く
、お

雇
い
外
国
人
の
雇
用
者
数
が
急
増
。彼
ら

に
求
め
ら
れ
た
役
割
は
日
本
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
エ
ン
ジ
ン
だ
っ
た
。

厚
遇
の
裏
で
シ
ビ
ア
な
側
面
も

　
お
雇
い
外
国
人
に
は
破
格
の
給
料
が
支

払
わ
れ
て
お
り
、上
級
官
僚
並
み
の
高
給

の
者
も
い
た
。人
材
獲
得
の
ラ
イ
バ
ル
は

欧
米
諸
国
で
あ
り
、厚
遇
を
提
示
し
な
い

と
来
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、日
本
の
た
め
に
知
識
や
技

術
を
惜
し
み
な
く
提
供
す
る
お
雇
い
外
国

人
ら
へ
の
敬
意
を
示
し
た
と
も
い
え
る
。

　
反
面
、任
期
は
数
年
程
度
で
長
く
は

な
く
、雇
い
主
が
短
期
で
替
わ
っ
た
例
も

多
い
。あ
く
ま
で
も
近
代
化
の
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
要
員
で
あ
り
、日
本
人
の
後
継

者
が
育
て
ば
お
払
い
箱
、と
い
っ
た
シ
ビ
ア

な
側
面
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。日
本
の
国
力

を
高
め
続
け
る
に
は
日
本
人
の
手
で
、と

い
う
意
志
の
表
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
日
本
と
い
う
国
の
未
来
の
土
台
を
築

く
た
め
エ
ン
ジ
ニ
ア
魂
を
注
ぎ
込
ん
だ
、

お
雇
い
外
国
人
た
ち
の
足
跡
と
日
本
に

遺
し
た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

特　集

原動力
足跡

お雇い外国人たちの

明治イノベーションの

監修： 
伊東 孝（日本イコモス「技術遺産小委員会」主査、元日本大学教授）
倉方 俊輔（大阪市立大学大学院工学研究科准教授）

①デ・レーケが改修工事に携わった淀川にて実施された粗朶水制工の
配置計画図（提供：国土交通省淀川河川事務所）②1868年頃、ヴェ
ルニー主導で完成した神奈川県の横須賀製鉄所を対岸から望む（提
供：横須賀市自然・人文博物館）③バルトンが水源調査を担当した島
根県松江市の千本ダムの設計図（提供：松江市上下水道局）④コンド
ルによる、東京大学の建物配置案（所蔵：国立国会図書館）⑤ファン・
ドールンが監修を務めた福島県郡山市における安積疏水開削事業の
「安積疏水灌漑全図」（所蔵：国会図書館） 

① ②

③

⑤

④

　建設を支える技術は、明治の近代化というイノベーションを経て今日まで発展し続けて
きた。その近代化を語る上で欠かせないのが「お雇い外国人」の存在だろう。
　ジョサイア・コンドル、レオンス・ヴェルニー、ヨハニス・デ・レーケ……。いずれも日本の
近代化に貢献したお雇い外国人たちだ。お雇い外国人とは、幕末から明治時代にかけて欧米
の先進技術や学問、制度、文化などを輸入すべく日本に招聘された人々をいう。
　ものづくり大国・日本の原点は、コンドルのようなお雇い外国人らの功績に寄るところも
大きい。彼らは持ち得る限りの知識と技術を惜しみなく提供し、日本の近代化に不可欠だった
社会インフラの整備を進めるなど、明治時代のイノベーションの原動力の役割を果たした。
　2020年は、コンドルがこの世を去って100年という節目の年でもある。コンドルをはじめ
とするお雇い外国人の足跡を辿りながら、建設業界の更なるイノベーションのヒントになる
ものはないか探ってみたい。

07 2020.07 06



　
明
治
政
府
は
国
の
財
力
を
蓄
え
る
た

め
、貿
易
で
の
外
貨
獲
得
を
急
務
と
み

な
し
、富
国
強
兵
を
担
う
手
段
の
一
つ

で
も
あ
っ
た
殖
産
興
業
に
注
力
し
た
。

一
八
五
四（
安
政
元
）年
の
開
国
以
来
、

生
糸
は
日
本
が
誇
る
輸
出
品
で
あ
っ
た

が
、粗
製
乱
造
が
た
た
り
悪
評
が
立
っ
て

い
た
。メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
汚
名
返

上
と
殖
産
興
業
政
策
を
進
め
る
た
め
、

一
八
七
二（
明
治
五
）年
、群
馬
県
に
日

本
初
の
官
営
模
範
工
場「
富
岡
製
糸
場
」

が
建
設
さ
れ
た
。

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
源
流

横
須
賀
製
鉄
所（
造
船
所
）

　
そ
こ
か
ら
遡
る
こ
と
七
年
前
。富
岡
製

糸
場
設
立
に
つ
な
が
る
足
掛
か
り
は
横

須
賀
の
地
に
あ
っ
た
。

　
鎖
国
し
て
い
た
間
、江
戸
幕
府
は
大
船

建
造
の
禁
を
制
定
し
て
い
た
た
め
、日
本

の
造
船
技
術
は
世
界
に
大
き
な
後
れ
を

取
っ
て
い
た
が
、開
国
を
機
に
軍
艦
の
建

造
や
修
理
、操
船
な
ど
の
技
術
を
国
内
で

育
成
す
る
方
針
を
打
ち
立
て
た
。勘
定
奉

行
の
小お

ぐ
り
こ
う
ず
け
の
す
け

栗
上
野
介
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
レ

オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
を
通
じ
て
、造
船
技
師

と
し
て
招
い
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
技

師
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
で
あ
る
。

　
幕
末
の
一
八
六
五（
慶
応
元
）年
、

ヴ
ェ
ル
ニ
ー
は
横
須
賀
製
鉄
所（
後
に
造

船
所
と
改
称
）の
首
長
に
就
任
し
、蒸
気

機
関
を
原
動
力
と
す
る
日
本
初
の
総
合

工
場
の
建
設
指
導
に
当
た
っ
た
。造
船

に
必
要
な
ド
ッ
ク
や
修
船
台
の
ほ
か
、製

缶
工
場
、鋳
物
工
場
、製
鉄
工
場
、製
網

（
ロ
ー
プ
）工
場
、製
帆
工
場
、型
工
場
、

木
工
所
な
ど
造
船
に
必
要
な
工
場
や
施

設
を
次
々
と
整
備
し
た
。工
事
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
進
め
ら
れ
、日
本
で
初
め
て
メ
ー

ト
ル
法
が
使
わ
れ
た
。

　
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
は
造
船
技
師
と
し
て
の
確

か
な
手
腕
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、土
木
・

建
築
に
も
精
通
し
、誠
実
に
仕
事
を
重

ね
て
い
っ
た
。工
場
は
柱
・
梁
に
木
材
を

用
い
、壁
に
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
る
、フ

ラ
ン
ス
式
の「
木
骨
レ
ン
ガ
造
」で
計
画

さ
れ
た
。必
要
と
な
っ
た
レ
ン
ガ
を
、大

胆
に
も
レ
ン
ガ
工
場
を
建
設
し
て
製
造

し
た
。レ
ン
ガ
目
地
用
の
石
灰
石
も
研
究

し
、下
野（
栃
木
県
）産
が
選
ば
れ
た
。

ヴ
ェ
ル
ニ
ー
は
木
材
調
査
で
東
北
ま
で
足

を
運
び
、伐
採
技
師
の
デ
ュ
ポ
ン
は
木
材

の
曲
げ
実
験
や
破
壊
実
験
な
ど
性
能
研

究
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、造
船
所
の
敷
地
内
に
付
属
学

校「
黌こ

う
し
ゃ舎

」を
建
設
し
た
。教
育
に
対
し

て
も
熱
心
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
た
だ
の
漁
村
で
あ
っ
た
横
須
賀
は
フ

ラ
ン
ス
の
軍
港
ツ
ー
ロ
ン
に
地
形
が
似

て
お
り
、ま
た
東
京
に
近
い
こ
と
か
ら
選

ば
れ
た
土
地
だ
っ
た
が
、近
代
的
な
工

場
の
整
備
で
観
光
地
と
し
て
も
賑
わ
っ

た
と
い
う
。

日
本
最
古
の

石
造
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

　
一
八
六
七（
慶
応
三
）年
、船
の
改
修

施
設
で
あ
る
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
が
着
工
。工

事
の
間
に
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が

動
い
て
い
た
。戊
辰
戦
争
で
退
避
を
命
じ

ら
れ
て
も
現
場
を
離
れ
な
か
っ
た
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
。政
変
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

技
師
と
し
て
の
矜
持
を
保
っ
て
建
設
を

進
め
た
。ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
一
号
が
開
業
し

た
の
は
四
年
後
の
一
八
七
一（
明
治
四
）

年
、名
称
も
横
須
賀
造
船
所
と
改
称
さ

れ
た
。

　
こ
の
石
造
と
し
て
は
日
本
最
古
の
ド

ラ
イ
ド
ッ
ク
は
、耐
震
性
と
維
持
費
か
ら

地
山
を
削
る
方
式
で
計
画
さ
れ
、杭
で
地

盤
補
強
も
施
さ
れ
て
い
る
。使
用
す
る
石

は
、各
産
地
を
探
し

回
っ
た
結
果
、
神
奈

川
県
真
鶴
町
や
静
岡

県
熱
海
市
で
産
出
す

る
安
山
岩
質
の
本
小

松
石
を
採
用
し
た
。

築
一
五
〇
年
近
い
現

在
も
米
軍
基
地
内
で

稼
働
し
て
い
る
現
役

だ
。
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク

二
号
は
黌
舎
で
学
ん

だ
恒つ

ね
か
わ
り
ゅ
う
さ
く

川
柳
作
が
工
事

監
督
を
務
め
た
。後

に
海
軍
技
師
と
な
っ

た
恒
川
は
日
本
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
建
設

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
。

横
須
賀
の
技
術
が

日
本
各
地
の
近
代
化
を
導
い
た

　
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
功
績
は
横
須
賀
製
鉄

所
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。彼
の
指
導
で

横
須
賀
市
に
建
設
さ
れ
た
日
本
初
の
洋

式
灯
台「
観
音
埼
灯
台
」に
は
横
須
賀
で

焼
成
し
た
レ
ン
ガ
が
使
わ
れ
、一
八
六
九

（
明
治
二
）年
元
旦
に
初
点
灯
を
迎
え

た
。そ
れ
に
続
い
た
城
ケ
島
、野
島
崎
、

品
川
の
洋
式
灯
台
で
も
横
須
賀
産
の
レ

ン
ガ
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、富
岡
製
糸
場
の
設
計
は
横
須

賀
製
鉄
所
の
お
雇
い
外
国
人
だ
っ
た

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
バ
ス
チ
ャ
ン
に
よ
る
も

の
で
、こ
こ
で
は
木
の
骨
組
み
に
レ
ン
ガ

で
壁
を
積
み
上
げ
る「
木
骨
レ
ン
ガ
造
」

が
採
用
さ
れ
、近
代
製
糸
工
場
の
規
範
と

な
っ
た
。バ
ス
チ
ャ
ン
が
メ
ー
ト
ル
法
で

引
い
た
図
面
を
日
本
の
大
工
が
尺
貫
法

に
直
し
て
建
て
た
と
い
う
。

　
近
代
化
鉱
業
の
モ
デ
ル
鉱
山
と
な
っ

た
生
野
銀
山（
兵
庫
県
）の
機
械
・
器
具

類
も
横
須
賀
製
鉄
所
の
製
品
だ
。

　
監
修
の
伊
東
孝
氏
は「
土
木
・
建
築
・

機
械
な
ど
の
技
術
面
、工
業
施
設
の
運
用

管
理
や
技
術
・
語
学
教
育
な
ど
、そ
の
後

の
日
本
が
多
方
面
へ
と
展
開
す
る
近
代

化
の
礎
を
築
き
上
げ
た
の
が
ヴ
ェ
ル
ニ
ー

で
あ
っ
た
」と
語
っ
た
。

1872（明治5）年に描かれた錦絵「上州富岡製糸場」（所蔵：国立国会図書館）

1876（明治9）年の造船所の全体像。この時期にはフランス人が少なくなっていたが、第2号ドックはまだ完成していない（提供：横須賀市自然・人文博物館）

1867（慶応3）年頃に撮影された、造成中の第1号ドック（提供：横須賀市自
然・人文博物館）

「ヨコスカ製銕所」との銘
が刻まれた赤レンガ。初
代の観音埼灯台で使用
されていた（提供：横須
賀市自然・人文博物館）

1837（天保 8）年  フランス中部のアルデシュ県で生まれる
1856（安政 3）年  パリのエコール・ポリテクニーク（理工科大学）へ入学
1858（安政 5）年  エコール・ポリテクニークを卒業、海軍造船工学学校に入り海軍技術者となる
1865（慶応元）年 来日、横須賀製鉄所の起立（建設）原案を提出、横須賀製鉄所起工
1867（ 慶 応3）年 ドライドック1 号が着工
1869（明治 2）年 観音埼灯台が初点灯
1871（明治 4）年 横須賀製鉄所を横須賀造船所に改称、ドライドック1 号が竣工
1876（明治 9）年 帰国
1908（明治 41）年  フランスのアルデシュ県で死去、享年71 歳

フランス海軍から派遣されてきた造船技術者は、造船技術を指導するだけではな
く、土木・建築にも精通し、洋式灯台や官製工場といった日本初のプロジェクトに
大きな影響を与えた。

フランソワ・レオンス・ヴェルニー
横須賀製鉄所の生みの親、育ての親

Francois Leonce Verny 1837.12.2-1908.5.2

（所蔵：国立国会図書館）

右奥の建物が横須賀造船所内に造られた黌舎（個人蔵）

教育にも熱心だった
ヴェルニーが作った“学校”

　ヴェルニーは造船所の敷地内に付属学校
「黌舎」を建設し、授業と工事を手伝う現場実
習を行い、技術者の養成を図った。彼の母校で
あるエコール・ポリテクニークを模範とし、優
秀な造船技師を多数輩出した。「職人黌舎」と
呼ばれる職人養成の学校も併設された。黌舎
は後に工部大学校に吸収され、東京帝国大学
工学部造船学科になっている。
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全
国
で
も
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る

福
島
県
郡
山
市
。そ
の
肥
沃
な
土
地
は
昔

か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、人
の
手
で

生
み
出
さ
れ
た
賜
物
で
あ
っ
た
。

河
川
の
治
水
に

日
本
初
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
郡
山
市
が
位
置
す
る
郡
山
盆
地
は
、か

つ
て
安あ

さ
か積
原
野
と
呼
ば
れ
、水
利
の
悪
い

不
毛
の
土
地
だ
っ
た
。猪
苗
代
湖
か
ら
の

導
水
に
よ
っ
て
安
積
原
野
を
開
拓
す
る

と
い
う
壮
大
な
計
画
は
、江
戸
時
代
か
ら

の
悲
願
で
あ
っ
た
。

　
一
八
七
六（
明
治
九
）年
、安
積
開
拓

に
従
事
し
て
い
た
中
条
政
恒
が
内
務
卿

（
内
務
大
臣
）大
久
保
利
通
に
安
積
疏
水

と
開
墾
計
画
を
訴
え
る
。殖
産
興
業
論

者
だ
っ
た
大
久
保
は
、安
積
疏
水
を
国
営

事
業
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
た
矢
先
に

凶
刃
に
倒
れ
て
し
ま
う
が
、中
条
の
陳
情

が
実
り
、安
積
疏
水
は
一
八
七
九（
明
治

十
二
）年
に
着
工
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
土
木
技
術
者
と
し
て
貢

献
し
た
の
が
、お
雇
い
外
国
人
の
フ
ァ
ン・

ド
ー
ル
ン
。「
安
積
疏
水
の
父
」と
称
え

ら
れ
、猪
苗
代
湖
の
十
六
橋
畔
に
は
銅
像

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
一
八
七
二（
明
治
五
）年
二
月
、

フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
は
土
木
寮（
後

の
内
務
省
土
木
局
）か
ら
全
国
各

地
の
港
湾
・
河
川
の
整
備
を
行
う

長
工
師
と
し
て
月
給
五
〇
〇
円
で

雇
わ
れ
、来
日
す
る
。オ
ラ
ン
ダ
出

身
で
、国
の
技
術
官
僚
と
し
て
鉄

道
建
設
や
運
河
開
削
を
手
掛
け
て

き
た
。日
本
で
の
最
初
の
任
務
は
、

利
根
川
と
江
戸
川
の
改
修
の
た
め

の
調
査
で
あ
る
。現
在
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
が
、河
川
の
水
位

観
測
を
日
本
で
初
め
て
科
学
的
に

行
い
、量
水
標
を
設
置
し
た
の
が
フ
ァ

ン
・
ド
ー
ル
ン
で
あ
っ
た
。

　
一
八
七
五（
明
治
八
）年
に
政
府
か
ら

大
阪
港
の
築
造
を
依
頼
さ
れ
た
際
は
、ヨ

ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
ら
を
母
国
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
招
聘
し
て
、リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め

た
。日
本
に
お
け
る
治
水
の
近
代
化
を
切

り
拓
い
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
お
雇
い

外
国
人
た
ち
で
あ
っ
た
。監
修
の
伊
東
孝

氏
は「
河
川
改
修
の
技
術
者
を
求
め
て
い

た
明
治
政
府
に
と
っ
て
、鉄
道
土
木
が
専

門
の
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
は
、ミ
ス
マ
ッ

チ
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
己
を

知
り
、人
を
見
る
目
は
あ
っ
た
。最
大
の

貢
献
は
、現
場
を
知
っ
て
い
た
デ
・
レ
ー

ケ
を
引
き
連
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
」

と
、そ
の
意
義
を
説
明
す
る
。

東
北
開
発
七
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

キ
ー
マ
ン

　
一
八
七
八（
明
治
十
一
）年
、大
久
保

は「
一
般
殖
産
及
華
士
族
授
産
ノ
儀
ニ
付

伺
」で
、東
北
地
方
の
七
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
提
言
す
る
。不
平
士
族
の
救
済
と
東

北
地
方
の
開
発
を
進
め
る
た
め
だ
。安
積

疏
水
や
、宮
城
県
東
松
島
市
に
計
画
さ

れ
た
野の

び
る
ち
く
こ
う

蒜
築
港
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

含
ま
れ
て
い
た
。

　
安
積
疏
水
の
建
設
工
事
は
制
水
門

「
十
六
橋
水
門
」か
ら
始
ま
っ
た
。
安

積
疏
水
の
取
水
口
の
反
対
側
に
あ
る

日に
っ
ぱ
し
が
わ

橋
川
の
河
床
を
盤
下
げ
す
る
こ
と
で
、

猪
苗
代
湖
の
水
位
を
保
ち
、戸と

の
く
ち
せ
き

ノ
口
堰
・

布ふ
と
う
せ
き

藤
堰
の
日
照
り
に
よ
る
取
水
困
難
問

題
も
解
決
し
て
い
る
。フ
ァ
ン
・
ド
ー

ル
ン
の
役
割
は
技
術
監
修
者
で
あ
り
、

安
積
疏
水
の
全
体
設
計
は
内
務
省
の
南

一い
ち
ろ
べ
え

郎
平
、詳
細
設
計
は
山
田
寅
吉（
内
務

省
勧
農
局
）を
中
心
と
す
る
日
本
人
技

術
者
た
ち
の
手
で
行
わ
れ
た
。

　
一
八
八
〇（
明
治
十
三
）年
、全
長
八

七
・
二
㍍
、十
六
眼
鏡
石
橋
水
門
の
木

製
角
落
と
し
構
造
で
あ
る
十
六
橋
制
水

門
が
完
成
。続
い
て
、導
水
ト
ン
ネ
ル
、

水
路
が
建
設
さ
れ
た
。延
べ
人
工
は
八

五
万
人
、予
算
は
当
時
の
年
間
国
家
土

木
予
算
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
四
〇

万
七
、〇
〇
〇
円
と
い
う
歴
史
的
大
事

業
は
、三
年
の
工
期
を
経
て
、一
八
八
二

（
明
治
十
五
）年
十
月
に
歓
喜
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
通
水
式
を
迎
え
た
。日
本
初

の
国
直
轄
の
農
業
水
利
事
業
は
、後
の

米
ど
こ
ろ
郡
山
に
つ
な
が
る
肥
沃
な
土

地
を
生
み
出
し
た
。

　
だ
が
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
は
一
八
八
〇

（
明
治
十
三
）年
に
帰
国
し
、安
積
疏
水

の
完
成
を
見
届
け
て
い
な
い
。野
蒜
築
港

の
事
業
計
画
に
も
携
わ
っ
て
い
た
が
、こ

ち
ら
は
台
風
の
被
害
を
受
け
て
計
画
が
中

止
、「
幻
の
築
港
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
は
日
本
人
技
術
者

に
向
け
た
指
導
書
と
し
て「
治
水
総
論
」

「
治
水
要
目
」「
堤
防
略
解
」を
残
し
た
。

こ
の
頃
に
は
、古ふ

る
い
ち
こ
う
い

市
公
威
の
よ
う
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
土
木
工
学
を
修
め
た
技
術
者
た

ち
が
帰
国
し
て
お
り
、お
雇
い
外
国
人
か

ら
日
本
人
技
術
者
へ
と
バ
ト
ン
を
渡
す

時
期
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
生
涯
独
身
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル

ン
の
墓
は
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
あ
る
。元
々
は
無
縁
仏
だ
っ
た
が
郡
山

市
長
が
借
地
者
と
な
り
、郡
山
市
民
の
寄

付
で「
安
積
疏
水
の
父
」を
称
え
る
記
念

碑
も
建
て
ら
れ
た
。

安積疏水全図（提供：安積疏水土地改良区）

上／安積疏水開削当時の十六橋水門
左／現在の十六橋水門

（いずれも提供：安積疏水土地改良区）

大規模な港湾建設計画が中止され、貴重な遺構が残っていた野蒜築港
跡だが、2011年の東日本大震災によりその多くが流失・損壊してしま
う。写真は1999年6月に撮影された野蒜築港の遺構（撮影：西山芳一）

（提供：安積疏水土地改良区）

C
ornelis Johannes van D

oorn 1837.2.9-1906.2.24

1837（天保8 ）年  オランダのヘルデランド州で生まれる
1872（明 治5 ）年 明治政府の招聘により来日

土木局長工師に任命され、利根川、淀川、函館港などの改修・築港に参画する
1873（明治 6 ）年 「治水総論」を著す
1878（明治 11）年 猪苗代湖現地調査
1879（明治 12）年 政府に疏水計画を提出、安積疏水開削工事開始
1880（明治 13）年 オランダに帰国。日本政府から勲四等旭日小綬賞を贈られる 

十六橋水門完成
1882（明治 15）年  安積疏水通水式
1906（明治 39）年  アムステルダム市内の自宅で死去、享年69 歳

（出典：『郡山市史第4巻』）

不毛の地・安積原野に猪苗代湖の水利をもたらした安積疏水。日本初の国直轄の
農業水利事業に、当時最新鋭だった技術者たちの力が集結した。

コルネリス・ヨハネス・ファン・ドールン
安積開拓の父

地元で愛され 土の中で迎えた終戦

1931（昭和 6）年10月に安積疏水関係者らが十六橋水
門脇に功労者であるファン・ドールンの銅像を建立。太平
洋戦争の時、軍事産業の資源として撤去回収されそうに
なったが恩人の銅像を砲弾にするのは忍びないと、安積
疏水を管理する組合の常設委員が山の中に埋め隠したと
いう。終戦を迎え、銅像は 土の中から掘り起こされた。

（提供：安積疏水土地改良区）

※コルネリス・ヨハネス・ファン・ドールン（Cornelis Johannes van Doorn）：日本では慣例的に「ドールン」と呼称されることも多いが、
　オランダ語の正しい姓の読み方に基づき本誌では「ファン・ドールン」と表記している。
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明治イノベーションの原動力　お雇い外国人たちの足跡



　
大
阪
湾
の
近
く
に
標
高
わ
ず
か

三・
五
四
㍍
の
山「
天て

ん
ぽ
う
ざ
ん

保
山
」が
あ
る
。

一
八
三
一（
天
保
二
）年
、安
治
川（
旧
・

淀
川
）の
川
底
に
堆
積
し
て
い
た
土
砂

を
浚さ

ら

い
、積
み
上
げ
て
で
き
た
人
工
の
山

だ
。河
川
や
港
湾
へ
水
と
と
も
に
流
れ
込

ん
だ
土
砂
が
堆
積
し
、運
航
機
能
を
妨
げ

て
し
ま
う
た
め
、定
期
的
な
土
砂
浚
い
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

河
川
・
港
湾
の
治
水
を
任
さ
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
力

　
鉄
道
や
道
路
に
関
わ
る
お
雇
い
外
国

人
の
土
木
技
術
者
の
多
く
は
イ
ギ
リ
ス

出
身
で
あ
っ
た
が
、港
湾
や
河
川
の
整
備

に
つ
い
て
は
水
都
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
技
術

者
た
ち
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
明
治
政
府
に
大
阪
港
の
築
造
と
淀
川

改
修
を
依
頼
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル

ン
は
、自
身
の
右
腕
と
し
て
、一
八
七
三

（
明
治
六
）年
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
ノ
ル

ド
・
エ
ッ
セ
ル
と
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
ー

ケ
ら
を
招
い
た
。エ
ッ
セ
ル
が
一
等
工
師

と
し
て
招
か
れ
た
の
に
対
し
、デ
・
レ
ー

ケ
は
四
等
工
師
で
あ
っ
た
。 

　
一
八
八
五（
明
治
十
八
）年
に
完
成
し

た
日
本
初
の
西
洋
式
捨
石
防
波
堤
で
あ

る「
エ
ッ
セ
ル
堤
」は
エ
ッ
セ
ル
が
設
計

し
、デ
・
レ
ー
ケ
が
工
事
監
督
を
務
め
て

い
る
。エ
ッ
セ
ル
は
滞
在
五
年
で
離
日
し

て
い
る
が
、帰
国
後
も
デ
・
レ
ー
ケ
に
助

言
を
与
え
て
い
た
よ
う
だ
。余
談
だ
が
、

エ
ッ
セ
ル
は
ト
ロ
ン
プ
・
ル
イ
ユ（
だ
ま

し
絵
）で
知
ら
れ
る
画
家
Ｍ・エ
ッ
シ
ャ
ー

の
父
で
あ
る
。

　
さ
て
、大
阪
港
築
造
と
淀
川
改
修
に

あ
た
っ
て
、デ
・
レ
ー
ケ
は
フ
ァ
ン
・
ド
ー

ル
ン
や
エ
ッ
セ
ル
ら
と
淀
川
上
流
に
あ

る
木
津
川
の
調
査
を
始
め
る
。そ
の
目

的
は
土
砂
に
埋
も
れ
て
水
深
が
浅
く

な
っ
て
い
る
大
阪
湾
か
ら
淀
川
を
通
り
、

京
都
の
伏
見
ま
で
蒸
気
船
が
運
航
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
デ
・
レ
ー
ケ
は
一
八
七
四（
明
治
七
）

年
、砂
防
を
強
化
す
る
必
要
性
を
政
府

に
訴
え
、淀
川
上
流
の
谷
合
に
堰
堤
を
築

く
こ
と
を
提
言
、大
堰
堤
の
工
事
を
行
っ

た
。翌
年
、試
験
的
な
砂
防
工
事
に
着
手

し
、木
津
川
の
支
流
に
あ
た
る
不
動
川

（
京
都
府
）で
木
・
石
・
土
な
ど
を
使
っ

た
全
一
六
種
類
の
工
法
を
実
施
し
た
。こ

の
う
ち
石
積
堰
堤
八
基
が
不
動
川
砂
防

歴
史
公
園
に
現
存
し
て
い
る
。

　
研
究
熱
心
な
デ
・
レ
ー
ケ
は
、同
年
十

月
、大
阪
市
の
網
島
に
日
本
初
の
粗そ

だ朶

工
の
沈
床
を
試
設
し
、翌
年
六
月
に
は

島し
ま
か
み
ぐ
ん
う
ど
の
む
ら

上
郡
鵜
殿
村（
大
阪
府
）に

本
格
的
な
粗
朶
工
ケ
レ
ッ
プ
水

制
を
施
工
し
て
い
る
。河
床
の
洗

掘
を
防
ぐ
た
め
の
日
本
古
来
の

工
法
は
松
杭
で
水
流
を
弱
め
る

手
法
だ
っ
た
が
、こ
の
オ
ラ
ン
ダ

流
の
粗
朶
に
よ
る
水
制
工
法
は

一
九
六
〇
年
代
頃
ま
で
施
工
さ

れ
、そ
の
後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

替
わ
っ
て
い
っ
た
。

日
本
全
国
に
残
る

砂
防
技
術
者
と
し
て
の
仕
事

　
三
一
歳
で
来
日
し
た
デ
・
レ
ー

ケ
が
関
わ
っ
た
主
な
砂
防
事
業
は
、群

馬
県
や
長
野
県
か
ら
長
崎
県
ま
で
日
本

各
地
に
広
が
っ
て
お
り
、精
力
的
に
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。河
川
の
放
水
路
や
分
流
工
事
、治

山
や
砂
防
、港
湾
計
画
な
ど
、治
水
の
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
近
代
土
木
技
術
を
日
本

に
伝
え
続
け
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
木
曽
川
の
下
流
三
川

分
流
計
画
だ
。三
川
と
は
木
曽
川
、長
良

川
、揖い

び斐
川
を
指
し
、洪
水
被
害
の
た
び

に
分
流
と
合
流
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

デ
・
レ
ー
ケ
は
一
八
七
七（
明
治
十
）

年
、長
良
川
と
木
曽
川
の
間
に
背せ

わ
り
て
い

割
堤

を
築
い
て
分
流
さ
せ
る
計
画
を
立
て
、

一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
に
着
工
さ
れ

る
ま
で
一
〇
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
。

全
工
程
が
完
了
し
た
の
は
一
九
一
二

（
明
治
四
十
五
）年
、当
時
の
国
家
予

算
の
約
一
二
％
と
い
う
莫
大
な
予
算
と

工
期
二
五
年
を
注
ぎ
込
ん
だ
大
事
業
と

な
っ
た
。

　
こ
の
功
績
か
ら
一
八
九
一（
明
治

二
十
四
）年
、デ
・
レ
ー
ケ
は
内
務
省
勅

任
官
技
術
顧
問
、「
天
皇
か
ら
任
命
を
受

け
た
内
務
大
臣
の
技
術
顧
問
・
相
談
役
」

福井県坂井市、三国港のエッセル堤は現在も機能している。堤防の右側は
荒海だが、左側は波が抑えられていることがわかる（撮影：西山芳一）

右上／淀川改修における図面。アルファベットで漢字の読
み方が併記され、また中央にはデ・レーケの署名も入って
いる
左上／粗朶水制工の作業の様子
左下／淀川を進む蒸気船

（いずれも提供：国土交通省淀川河川事務所）

滋賀県の草津川にある砂防ダム。デ・レーケが堰堤築造の指導を行ったと考えられ
ているため「オランダ堰堤」と呼ばれており、デ・レーケの銅像も立てられている（撮
影：西山芳一）

ヨハニス・デ・レーケ
近代砂防の父

山と河川の多い日本は水資源に恵まれている反面、歴史
的に繰り返される河川の氾濫や土砂崩れの被害に悩まさ
れてきた。806（大同元）年の嵐山川岸の林木伐採禁止令
は、日本の砂防の始まりともいわれている。明治期に取り
入れられた近代砂防技術が、日本の国土を強靭化させる
第一歩となった。

左がデ・レーケ、右は同じく来日した工師のエッセル（提供：国土交通省淀川河川事務所）

1842（天保 13）年  オランダで生まれる
1873（ 明 治 6）年 内務省工師として来日

 ファン・ドールンの招聘により淀川改修を任され大阪に着任
1874（ 明 治 7 ）年 大阪市内網島に日本初の粗朶工の沈床を試設
1875（ 明 治 8）年 淀川上流の鵜殿村に本格的な粗朶工ケレップ水制を施工
1876（ 明 治 9）年 京都府相楽郡綺田（かばた）村の不動川の砂防工事に着手
1877（明治 10）年 木曽三川下流部の改修が始まる
1883（明治16）年 分流式下水道の設計にあたり、日本初の洋式の下水道を神田区の一部

に敷設
1903（明治 36）年 勲二等瑞宝章を受章、日本を離れる
1913（ 大 正 2）年 オランダのアムステルダムにて死去、享年70 歳

Johannis de R
ijke 1842.12.5-1913.1.20
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に
昇
進
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、一
八
九
一（
明

治
二
十
四
）年
に
は
、豪
雨
に

よ
る
大
災
害
が
発
生
し
た
常

願
寺
川（
富
山
県
）の
治
水

計
画
を
立
て
た
。「
こ
れ
は
川

で
は
な
い
、滝
だ
」と
い
う
有

名
な
言
葉
も
残
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
に
急
流
だ
っ
た
常
願
寺

川
。こ
こ
で
は
、壊
れ
や
す
い

農
業
用
取
水
口
を
統
合
す
る

「
合
口
」を
提
案
し
、白
岩
川

の
一
カ
所
だ
け
だ
っ
た
河
口

を
新
川
掘
削
で
分
離
す
る
な
ど
の
計
画

を
立
案
し
、更
に
は
富
山
県
内
の
河
川
の

改
修
計
画
を
立
案
・
指
導
も
行
っ
て
い

る
。こ
の
工
事
は
一
八
九
三（
明
治
二
十

六
）年
に
完
成
を
迎
え
た
。

　
デ・レ
ー
ケ
は
三
〇
年
以
上
も
日
本
に

滞
在
し
、一
九
〇
三（
明
治
三
十
六
）年

に
帰
国
し
た
。在
日
中
は
、オ
ラ
ン
ダ
官

僚
と
な
っ
た
エ
ッ
セ
ル
と
交
わ
し
続
け

た
書
簡
を
通
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
最
新
土

木
技
術
を
吸
収
し
続
け
た
と
い
う
。四

等
工
師
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
は
、「
日
本
の
土
木
の
基
礎
を

築
い
た
」と
し
て
三
度
の
栄
え
あ
る
受

勲
と
、現
在
の
四
億
円
相
当
に
あ
た
る

退
職
金
が
支
給
さ
れ
て
幕
を
閉
じ
た
。

　
監
修
の
伊
東
孝
氏
は「
職
人
出
身
で

地
位
の
低
い
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
来

日
し
た
デ
・
レ
ー
ケ
だ
が
、三
〇
年
も
の

長
期
に
わ
た
っ
て
滞
在
で
き
た
の
は
、日

本
の
河
川
を
観
察
し
な
が
ら『
土
砂
水
理

学
の
原
理
』を
考
案
し
た
彼
の
独
創
性
と

技
術
者
資
質
に
あ
っ
た
」と
説
明
す
る
。

　
中
国
・
万
里
の
長
城
は
、磚せ

ん

と
呼
ば

れ
る
石
を
焼
成
し
た
黒
色
レ
ン
ガ
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。磚
は
日
本
に
も
伝
え
ら

れ
、飛
鳥
～
奈
良
時
代
に
使
わ
れ
て
い

た
が
、日
本
の
風
土
に
合
わ
な
か
っ
た
の

か
建
築
物
に
レ
ン
ガ
を
使
う
手
法
は
途

絶
え
た
。丸
の
内
の
赤
レ
ン
ガ
街
の
よ
う

に
、日
本
で
レ
ン
ガ
建
築
が
隆
盛
し
た
の

は
明
治
以
降
の
こ
と
。西
洋
の
建
築
技
術

が
日
本
の
街
並
み
を
変
貌
さ
せ
た
。

日
本
に
初
め
て

本
格
的
な
建
築
学
を
伝
え
る

　
コ
ン
ド
ル
は
一
八
五
二（
嘉
永
四
）

年
、イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
生

ま
れ
た
。赤
レ
ン
ガ
の
家
で
何
不
自
由

な
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、父
が
急
逝
し

て
か
ら
は
貧
乏
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。母
方
の
伯
父
で
著
名
な
建
築
家

の
ロ
ジ
ャ
ー
・
ス
ミ
ス
の
事
務
所
で
働

き
な
が
ら
名
門
の
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン

ト
ン
美
術
学
校
に
通
う
。卒
業
後
は
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
を
得
意
と
し
た
建
築
家

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
事
務
所

で
設
計
を
学
ん
だ
。そ
し
て
当
時
、建
築

界
の
登
竜
門
で
あ
っ
た
ソ
ー
ン
賞
で
大

賞
を
受
賞
し
た
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、明
治
政
府
に
招
聘

さ
れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
工

学
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
助
言
に
よ

り
、一
八
七
三（
明
治
六
）年
に
技
術
者

集
団
が
来
日
。電
気
・
通
信
の
エ
ル
ト
ン
、

鉱
山
技
師
の
ミ
ル
ン
、機
械
の
ラ
ン
キ
ン

な
ど
が
い
た
。そ
の
後
も
当
時
の
政
策
で

あ
る
殖
産
興
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
各

分
野
の
工
学
の
専
門
家
が
来
日
し
た
が
、

建
築
学
の
教
職
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
た

た
め
、ソ
ー
ン
賞
を
受
賞
し
た
若
き
コ
ン

ド
ル
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。

　
コ
ン
ド
ル
は
一
八
七
七（
明
治
十
）

年
、二
〇
代
半
ば
で
来
日
し
、翌
日
に
は

工
部
大
学
校（
現
・
東
京
大
学
工
学
部
）

造
家
学
科
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
と
い

う
。彼
は
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
の
奥
に
あ

る
歴
史
や
理
念
を
伝
え
、耐
震
構
造
の

研
究
や
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、創
成
期

の
建
築
家
を
育
て
、明
治
以
降
の
建
築

界
の
土
台
を
築
い
た
。

　
コ
ン
ド
ル
の
最
初
の
教
え
子
に
は
、辰た

つ

野の

金き
ん

吾ご

や
曾そ

禰ね

達た
つ

蔵ぞ
う

、片
山
東と

う
く
ま熊

ら
が

い
る
。辰
野
は
卒
業
後
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
、帰
国
後
は
コ
ン
ド
ル
の
跡
を
継

ぐ
か
た
ち
で
帝
国
大
学
工
科
大
学（
工

部
大
学
校
と
東
京
大
学
工
芸
学
部
が
合

併
）の
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。

上／上空から見た木曽三川の背割堤。長良川（左）と木曽川（右）を分流するた
めに設けられた延長約12kmの堤防だ（提供：国土交通省木曽川下流河川事
務所）

左／木曽三川の「明治改修計画図」（独立行政法人水資源機構長良川河口堰
管理所Webサイト「木曽三川の洪水と治水の歴史」より）

1892（明治25）年、「あばれ川」と呼ばれた富山県の常願寺川における用水開墾の様
子。複数あった水路を一本化（合口化）する大規模な改修工事は全国でも初めての
ことであった（出典：『常西合口用水誌』）

（所蔵：国立国会図書館）

1852（嘉永 4）年  イギリスのロンドンに生まれる
1869（明治元）年  サウス・ケンジントン美術学校で建築学を学ぶ
1873（明治 6）年  ロンドン大学で学ぶ
1876（明治 9）年  ソーン賞 （イギリス王立建築家協会新人賞）受賞
1877（明治10）年 24歳で来日、工部大学校（現・東京大学工学部）教師、工部省営繕局顧問
1883（明治16）年 設計を担当した鹿鳴館が竣工
1886（明治19）年 帝国大学工科大学講師に就任
1888（明治 21）年 建築事務所を開設
1894（明治27）年 設計を担当した三菱一号館が竣工。勲三等瑞宝章を授与される
1914（大正 3）年 工学博士号を授与される
1920（大正 9）年 建築学会（現・日本建築学会）より表彰を受ける

妻くめ死去、享年63歳
妻逝去の11日後、麻布自邸にて脳軟化症で死去、享年67歳

ジョサイア・コンドル
日本近代建築の父

東京・丸の内の赤レンガ街を設計したジョサイア・コンドル。
イギリス出身のコンドルが手掛けた建築物は、復元された三
菱一号館美術館をはじめ現存するものもあり、往時を偲ぶこ
とができる。レンガへのこだわり、そのための技術や意匠、そ
こには日本を愛してやまなかったコンドルの生き様が色濃く
表れている。

Josiah C
onder 1852.9.28-1920.6.21

各地に点在する「デ・レーケ」の名

　デ・レーケの功績を称えて「デ・レーケ」の
名を冠した施設は関西を中心にいくつか見る
ことができる。徳島県美馬市にはチューリッ
プが咲く「デ・レイケ公園」があり憩いの場と
なっているほか、福岡県大川市の若津港導流
堤は「デ・レーケ導流堤」とも呼ばれている。
また、京都府の木津川市にある不動川砂防
歴史公園には石を積んでつくられたレトロな
デ・レーケ堰堤やデ・レーケの銅像がある。

徳島県美馬市のデ・レイケ公園には、
オランダの象徴である風車が建てられ
ている（提供：（一財）徳島県観光協会）
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コ
ン
ド
ル
の
設
計
は

政
府
に
不
評
だ
っ
た
？

　
コ
ン
ド
ル
は
教
職
と
と
も
に
、建
築

設
計
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。精

鋭
の
建
築
家
と
し
て
母
国
で
活
躍
す
る

前
に
来
日
し
た
こ
と
も
あ
り
、建
築
設

計
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
内
に
秘
め

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
政
府
の
依
頼
を
受
け
て
、一
八
七
九

（
明
治
十
二
）年
か
ら
一
八
八
二（
明
治

十
五
）年
頃
に
は
、訓く

ん
も
う
い
ん

盲
院
、開
拓
使
物

産
売う

り
さ
ば
き
じ
ょ

捌
所
、上
野
博
物
館
な
ど
の
設
計

を
次
々
と
手
掛
け
て
い
る
。

　
鹿ろ

く
め
い
か
ん

鳴
館
も
コ
ン
ド
ル
の
設
計
で
、

一
八
八
三（
明
治
十
六
）年
に
竣
工
し

た
。外
務
卿（
外
務
大
臣
）井
上
馨
の
欧

化
政
策
の
象
徴
で
あ
り
、迎
賓
館
兼
社

交
場
と
し
て
華
々
し
く
落
成
祝
賀
会
が

開
か
れ
た
。し
か
し
、欧
化
政
策
へ
の
反

発
や
、西
洋
マ
ナ
ー
に
不
慣
れ
な
日
本

人
に
向
け
ら
れ
た
西
洋
人
か
ら
の
侮
蔑
・

嘲
笑
な
ど
、鹿
鳴
館
外
交
は
不
首
尾
に

終
わ
り
、一
八
九
〇（
明
治
二
十
三
）年

に
宮
内
省
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、一
八
八
五（
明
治
十
八
）

年
立
案
の
官
庁
集
中
計
画（
霞
が
関

を
官
庁
街
、日
比
谷
を
公
園
と
す
る
計

画
）や
、皇
居
造
営
計
画
も
立
案
す
る

が
、実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。政
府
は

威
風
堂
々
と
し
た
建
築
を
望
ん
だ
の
に

対
し
、コ
ン
ド
ル
の
設
計
思
想
は「
日
本

の
風
土
に
合
っ
た
西
洋
建
築
を
」と
い

う
も
の
で
、街
並
み
を
意
識
し
た
穏
当

な
提
案
を
行
っ
た
。両
者
に
は
齟
齬
が

生
ま
れ
、政
府
に
よ
る
コ
ン
ド
ル
へ
の
評

価
は
芳
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
来
日
以
降
、
日
本
文
化
に
傾
倒
し

た
コ
ン
ド
ル
は
日
本
画
家
の
河か

わ
な
べ
き
ょ
う

鍋
暁

斎さ
い

に
入
門
す
る
な
ど
、
日
本
文
化
へ

の
造
詣
を
深
め
て
い
っ
た
。時
間
と
と

も
に
使
う
人
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
く

建
築
を
よ
し
と
す
る
性
格
は
、
独
立

後
に
手
掛
け
た
邸
宅
建
築
で
花
を
咲

か
せ
た
。

日
本
の
風
土
に
合
う
赤
レ
ン
ガ

丸
の
内
の「
一
丁
倫
敦
」

　
い
っ
た
ん
は
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
た

コ
ン
ド
ル
だ
っ
た
が
、日
本
で
建
築
設

計
事
務
所
を
開
い
た
と
こ
ろ
に
手
を

差
し
伸
べ
た
の
が
三
菱
財
閥
二
代
目
総

帥
岩
崎
彌
之
助
で
あ
る
。再
来
日
し
た

コ
ン
ド
ル
は
、三
菱
の
嘱
託
顧
問
と
し

て
丸
の
内
の
オ
フ
ィ
ス
街
計
画
に
着
手

す
る
。一
八
九
四（
明
治
二
十
七
）年
、

三
菱
一
号
館
が
竣
工
。西
洋
建
築
が
相

次
い
で
建
設
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
風
の
オ

フ
ィ
ス
街
を
人
々
は「
一い

っ
ち
ょ
う
ろ
ん
ど
ん

丁
倫
敦
」と

呼
ん
だ
。こ
の
よ
う
な
レ
ン
ガ
建
築
の
街

並
み
は
日
本
初
で
は
な
く
、一
八
七
三

（
明
治
六
）年
に
銀
座
大
火
の
教
訓
か

ら
作
ら
れ
た「
銀
座
煉
瓦
街
」が
あ
っ

た
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
土
木
技
術
者

ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
に
よ
る
も
の

だ
。大
阪
の
造
幣
寮
応
接
所（
現
・
泉

布
観
）や
ホ
フ
マ
ン
窯
の
レ
ン
ガ
工
場
を

作
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
日
本
の
レ
ン
ガ
建
築
は
生
産
や
建
設

の
技
術
の
遅
れ
か
ら
試
行
錯
誤
し
て
い

た
が
、一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
十

月
、機
械
方
式
に
よ
る
日
本
初
の
レ
ン

ガ
工
場「
日
本
煉
瓦
製
造
会
社
」（
埼
玉

県
榛は

ん
ざ
わ沢

郡
上じ

ょ
う
し
き
め
ん

敷
免
村
、現
・
深
谷
市
）

の
設
立
に
よ
り
大
量
生
産
が
実
現
し
、

普
及
に
弾
み
が
つ
い
た
。

　
コ
ン
ド
ル
は
丸
の
内
の
赤
レ
ン
ガ
街

計
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、全
体
の
測

量
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
地
質
調
査

も
行
っ
た
と
い
う
。一
八
九
一（
明
治

二
十
四
）年
に
起
き
た
濃
尾
地
震
は
、日

本
観
測
史
上
最
大
の
直
下
型
地
震
で
、

そ
の
翌
年
に
結
成
さ
れ
た
震
災
予
防
調

査
会
に
は
辰
野
金
吾
や
古
市
公
威
ら
と

と
も
に
コ
ン
ド
ル
も
参
加
し
、耐
震
技

術
を
研
究
し
て
い
る
。そ
の
甲
斐
あ
っ

て
、赤
レ
ン
ガ
の
ビ
ル
街
は
一
九
二
三

（
大
正
十
二
）年
の
関
東
大
震
災
に
も

耐
え
た
。し
か
し
、大
勢
と
し
て
は
、震

災
は
レ
ン
ガ
造
の
耐
震
性
に
疑
問
を
抱

か
せ
、関
東
大
震
災
後
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、レ
ン
ガ
の
色
と
い
う
と
赤

茶
色
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
か
も

し
れ
な
い
が
、レ
ン
ガ
の
色
は
土
の
成
分

や
配
合
で
ア
イ
ボ
リ
ー
や
ベ
ー
ジ
ュ
の
よ

う
な
薄
色
か
ら
、薄
茶
色
・
赤
茶
色
、い

ぶ
し
銀
と
い
っ
た
濃
色
ま
で
様
々
あ
る
。

そ
の
中
で
コ
ン
ド
ル
と
弟
子
の
曾
禰
達
蔵

は
、赤
レ
ン
ガ
は
夕
方
、橙
に
染
ま
る
空

の
色
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
日
本
の
建
築

物
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。コ
ン

ド
ル
の
郷
愁
も
入
り
混
じ
っ
た
赤
レ
ン
ガ

へ
の
想
い
は
、丸
の
内
の
ビ
ル
を
設
計
す

る
こ
と
で
一
気
に
溢
れ
だ
し
た
。

　
三
菱
一
号
館
は
一
九
六
八（
昭
和

四
十
三
）年
に
解
体
さ
れ
た
が
、二
〇
〇
九

（
平
成
二
十
一
）年「
三
菱
一
号
館
美
術

館
」と
し
て
復
元
さ
れ
た
。二
〇
一
二（
平

成
二
十
四
）年
に
は
辰
野
金
吾
が
設
計
し

た
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
の
保
存
・
復
原

工
事
も
完
成
し
て
い
る
。

　
監
修
の
倉
方
准
教
授
は「
近
接
す
る
明

治
と
大
正
の
レ
ン
ガ
建
築
は
、新
し
い
技

術
を
日
本
に
定
着
さ
せ
た
師
弟
の
記
念
碑

と
し
て
、今
も
揺
る
ぎ
な
い
存
在
感
と
繊

細
な
配
慮
を
伝
え
て
い
る
」と
語
っ
た
。

明治期の丸の内の風景。中央が三菱一号館（所蔵：国立国会図書館）

復元された三菱一号館は、三菱一号館美術館として公開中。コ
ンドルは洋家具職人も育てており、当時のオフィスを再現し
た展示がある

東京都千代田区にあった鹿鳴館（所蔵：国立国会図書館）

左上／東京都台東区の旧岩崎邸庭園内に現存する旧岩崎家住宅洋館
右上／旧岩崎家住宅洋館の内観
左下／旧岩崎邸庭園内に洋館の別棟として建つ撞球室（ビリヤード場）

（以上3 点の提供：旧岩崎邸庭園）
右下／東京都北区の旧古河庭園内に現存する古河虎之助邸
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い
つ
の
時
代
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は

時
間
が
か
か
る
。明
治
時
代
の
東
京
も
然

り
。江
戸
か
ら
明
治
へ
時
代
が
変
わ
り
、

東
京
の
人
口
が
急
激
に
増
え
て
も
、東
京

の
上
水
、道
路
、河
川
、橋
梁
、港
湾
と

い
っ
た
都
市
イ
ン
フ
ラ
は
近
代
化
が
な
か

な
か
進
ま
ず
に
い
た
。

喫
緊
の
課
題
は

上
下
水
道
の
近
代
化

　
一
八
八
六（
明
治
十
九
）年
、東
京
で

コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
。西
洋
医
学
を
学

ん
だ
日
本
人
た
ち
は
感
染
病
の
原
因
が
水

に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、上
下
水
道

の
近
代
化
、衛
生
環
境
の
向
上
は
大
き
な

課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
日
本
に
お
け
る
近
代
水
道
の
第
一
号

は
横
浜
で
、一
八
八
七（
明
治
二
十
）年

に
完
成
し
た
。計
画
・
建
設
は
イ
ギ
リ
ス

陸
軍
工
兵
少
将
の
土
木
技
師
ヘ
ン
リ
ー
・

ス
ペ
ン
サ
ー
・
パ
ー
マ
ー
に
よ
る
。

　
東
京
市
の
上
下
水
道
の
近
代
化
は
、

一
八
八
八（
明
治
二
十
一
）年
八
月
、「
東

京
市
区
改
正
条
例
」公
布
で
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
近
代
的
な
都
市
計
画
を
定
め
た
、

日
本
初
の
法
制
で
あ
る
。内
務
大
臣
山
縣

有
朋
の
下
に「
東
京
市
区
改
正
委
員
会
」

を
設
置
し
、上
下
水
道
改
正
に
つ
い
て
の

調
査
・
設
計
は
お
雇
い
外
国
人
の
バ
ル
ト

ン
を
主
任
と
す
る
七
名
の
上
水
下
水
設
計

調
査
委
員
会（
長
与
専
齋
、古
市
公
威
、

原
口
要
、山
口
半
六
、永
井
久
一
郎
、原

竜
太
）に
委
ね
ら
れ
た
。

　
バ
ル
ト
ン
は
一
八
五
六（
安
政
三
）年
、

イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ

た
。イ
ギ
リ
ス
で
衛
生
工
学
技
師
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
一
八
八
四（
明
治
十
七
）

年
七
月
、ロ
ン
ド
ン
の
万
国
衛
生
博
覧
会

で
、バ
ル
ト
ン
は
日
本
代
表
と
し
て
参
加

し
て
い
た
内
務
省
衛
生
局
の
永
井
久
一

郎
に
出
会
う
。そ
の
頃
永
井
は
、西
欧
の

上
下
水
道
を
視
察
調
査
し
て
い
た
。

　
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学（
現
・
東
京

大
学
）に
衛
生
工
学
講
座
を
設
置
す
る
に

あ
た
り
、バ
ル
ト
ン
は
一
八
八
七（
明
治

二
十
）年
五
月
、お
雇
い
教
師
と
し
て
来

日
し
た
。来
日
時
の
月
給
は
三
五
〇
円
、

当
時
の
東
京
市
長
並
み
の
待
遇
だ
っ
た
。

　
来
日
の
翌
月
、バ
ル
ト
ン
は
内
務
省
衛

生
局
で
病
院
・
衛
生
行
政
を
担
っ
て
い

た
医
師
の
後
藤
新
平
と
と
も
に
、函
館
、

青
森
、秋
田
の
水
道
事
業
を
視
察
し
て
い

る
。後
藤
は
関
東
大
震
災
後
に
東
京
の

「
帝
都
復
興
計
画
」を
立
案
し
た
都
市
計

画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　
バ
ル
ト
ン
は
教
鞭
を
執
る
一
方
で
、

東
京
の
上
下
水
道
計
画
を
提
案
し
、横

浜
水
道
を
完
成
さ
せ
た
パ
ー
マ
ー
も
一

案
出
し
た
。バ
ル
ト
ン
案
で
一
度
は
進
み

か
け
た
が
、紆
余
曲
折
を
経
て
、東
京
市

の
技
師
中
島
鋭
治
の
案
が
採
用
さ
れ
、

一
八
九
八（
明
治
三
十
一
）年
十
二
月
一

日
、淀
橋
浄
水
場
か
ら
本
郷
給
水
所
を

経
て
日
本
橋
方
面
へ
初
通
水
さ
れ
た
。

徹
底
し
た
現
場
主
義

　
バ
ル
ト
ン
は
東
京
市
で
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、一
八
八
九（
明
治
二
十
二
）年
に

内
務
省
衛
生
局
雇
工
師
に
抜
擢
さ
れ
た
。

下
関
、松
江
、仙
台
、名
古
屋
、広
島
、京

都
、大
阪
、新
潟
、岡
山
、福
岡
ほ
か
二
四

の
地
方
都
市
の
水
道
計
画
の
指
導
に
携

わ
っ
た
。

　
バ
ル
ト
ン
は
地
勢
や
家
屋
、河
川
な
ど

地
域
の
実
情
を
観
察
し
、計
画
を
立
て
る

芯
か
ら
の
現
場
主
義
で
あ
っ
た
。日
本
人

の
生
活
習
慣
や
食
生
活
に
つ
い
て
も
徹

底
し
て
調
べ
、日
本
式
の
上
下
水
道
計
画

を
立
て
た
と
い
う
。監
修
の
伊
東
孝
氏
は

「
ほ
か
の
土
木
構
造
物
と
違
っ
て
場
所
や

社
会
的
な
諸
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
水
道

施
設
は
、竣
工
以
来
、現
在
も
稼
働
し
て

い
る
も
の
が
多
い
。そ
の
意
味
で
は
、バ
ル

ト
ン
と
彼
の
弟
子
の
作
品
は
全
国
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
」と
語
る
。

教
え
子
と
と
も
に
台
湾
へ

　
バ
ル
ト
ン
は
一
八
九
六（
明
治
二
十
九
）

年
五
月
、東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
を
契

約
満
期
で
退
任
し
た
。同
じ
頃
、台
湾
総

督
府
衛
生
顧
問
と
な
っ
た
後
藤
の
招
き

で
台
湾
総
督
府
衛
生
工
事
顧
問
と
な
り
、

助
手
と
し
て
教
え
子
の
浜
野
弥
四
郎
を
連

れ
て
赴
任
し
た
。台
湾
で
も
現
場
主
義
を

貫
き
調
査
を
重
ね
て
い
た
が
、一
八
九
九

（
明
治
三
十
三
）年
、
風
土
病
に
倒
れ

四
三
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　
バ
ル
ト
ン
の
遺
志
を
継
い
だ
浜
野
は
、

台
湾
で
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
長
年
尽
力
し
、「
台
湾
水
道
の
父
」

と
評
さ
れ
て
い
る
。ほ
か
に
も
、名
古
屋
の

上
田
敏
郎
、神
戸
の
佐
野
藤
次
郎
、大
阪

の
瀧
川
釼
二
、仙
台
の
西
尾
虎
太
郎
、宇

都
宮
の
吉
原
重
長
と
い
っ
た
衛
生
工
学
技

術
者
を
輩
出
。彼
ら
は
水
道
イ
ン
フ
ラ
整

備
と
衛
生
環
境
改
善
に
貢
献
し
、そ
の
基

盤
は
現
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

1925（大正14）年撮影、バルトンが主任として調査
を行った淀橋浄水場の蒸気ポンプの煙突。レンガ造
りの黒い煙突（後に解体）と鉄筋工ンクリートの白い
煙突が並ぶ。（提供：東京都水道歴史館）

バルトンが水源調査をした島根県松江市の千本堰堤（ダム）築造工事の様子
（提供：松江市上下水道局）

山口県下関市の内日（う
つい）第1 貯水池。バル
トンの調査に始まり、
1906（明治39）年に完
成した。今も下関市の
重要な水がめであり、
取水塔は登録有形文化
財になっている（撮影：
西山芳一）

秋田県秋田市の藤倉水源地。富豪
の佐伯孫三郎、貞治親子が私財を
投げ打って水道布設に取り組み、
バルトンの指導を仰いだ。財政難
に陥り、あと一歩のところで計画
を断念。後に市の直営事業として
完成した（撮影：西山芳一）
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Japanの原点』横須賀市自然・人文博物館

稲場紀久雄（2016）『バルトン先生、明治の日本を駆ける！ 近代化に献身したス
コットランド人の物語』平凡社

藤森照信（2017）『近代日本の洋風建築 開化篇』筑摩書房

（松江市上下水道局Webサイト「松江市水道
デジタルアーカイブ」より）

ウィリアム・K・バルトン
日本の上下水道、衛生工学の父

W
illiam

 K
inninm

ond B
urton 1856.5.11-1899.8.5

社会生活に不可欠なインフラである水道。近代的な上下水道の普及に貢献したの
はイギリス出身のバルトン。大学で衛生工学の教鞭を執り、数多くの技術者を育て
ながら日本全国を駆け巡り、水道布設の礎を築いたバルトンの人生を追う。

1856（安政 3）年  イギリスのスコットランド、エジンバラで生まれる
1884（明治17）年  ロンドンの万国衛生博覧会で永井久一郎に出会う
1887（明治 20）年 東京帝国大学工科大学講師として来日
1888（明治 21）年 東京市「上下水設計調査委員会」の主任就任
1890（明治 23）年 凌雲閣（浅草十二階）の基本設計を行う
1896（明治 29）年 5 月に東京帝国大学工科大学を契約満期で退任

8 月に台湾総督府衛生工事顧問に就任、台湾へ
1899（明治32）年 調査中に風土病にかかり台湾を離れるも日本で急逝、享年43 歳

日本初の高層建築
「浅草十二階」の設計指導も

　バルトンは建築設計にも携わってお
り、日本における代表作は1890（明治
23）年に竣工した凌雲閣（浅草十二階）。
12 階のうち10 階までがレンガ造で、上
層の2 階は木造の展望室。日本初の電
動エレベーターや電灯、電話設備など
があり、展望室からは東京中が見渡せ
たが、関東大震災で崩壊し、後に爆破
解体された。2018（平成30）年2 月、ビ
ル工事現場で基礎部分のレンガの遺
構が見つかり、話題となった。

（所蔵：国立国会図書館）
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